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平成２７年３月第１回八街市議会定例会会議録（第１号） 

………………………………………………… 

１．開議 平成２７年２月２０日 午前１０時００分 

１．出席議員は次のとおり 

    １番 長谷川 健 介 

２番 鈴 木 広 美 

３番 服 部 雅 恵 

４番 小 菅 耕 二 

５番 小 山 栄 治 

６番 木 村 利 晴 

７番 石 井 孝 昭 

８番 桜 田 秀 雄 

９番 林   修 三 

10番 小 髙 良 則 

11番 川 上 雄 次 

12番 中 田 眞 司 

13番 古 場 正 春 

14番 林   政 男 

15番 新 宅 雅 子 

16番 鯨 井 眞佐子 

17番 加 藤   弘 

18番 京 増 藤 江 

19番 右 山 正 美 

20番 丸 山 わき子 

21番 山 口 孝 弘 

22番 湯 淺 祐 德 

………………………………………………… 

１．欠席議員は次のとおり 

    な  し 

………………………………………………… 

１．地方自治法第１２１条の規定による会議事件説明のための出席者は次のとおり 

市 長   北 村 新 司 

副 市 長   榎 本 隆 二 

教 育 長   加曽利 佳 信 

総 務 部 長   石 毛   勝 

市 民 部 長   加 藤 多久美 
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経 済 環 境 部 長   吉 野 輝 美 

建 設 部 長   武 井 義 行 

会 計 管 理 者   醍 醐 真 人 

教育委員会教育次長   河 野 政 弘 

農業委員会事務局長   醍 醐 文 一 

選挙管理委員会事務局長   片 岡 和 久 

監 査 委 員 事 務 局 長   麻 生 和 敏 

財 政 課 長   佐 藤 幸 男 

国 保 年 金 課 長   石 川 孝 夫 

高 齢 者 福 祉 課 長   和 田 文 夫 

下 水 道 課 長   山 本 安 夫 

水 道 課 長   金 﨑 正 人 

秘 書 広 報 課 長   鈴 木 正 義 

総務部参事（事）総務課長   石 川 良 道 

市民部参事（事）社会福祉課長   宮 崎   充 

農 政 課 長   水 村 幸 男 

建設部参事（事）道路河川課長   藏 村 隆 雄 

庶 務 課 長   勝 又 寿 雄 

………………………………………………… 

１．本会議の事務局長及び書記は次のとおり 

  事 務 局 長   吉 田 一 郎 

  副 主 幹   太 田 文 子 

  副 主 幹   梅 澤 孝 行 

  主 査 補   須賀澤   勲 

  主 査 補   居 初 理英子 

………………………………………………… 

１．会議事件は次のとおり 

 ○議事日程（第１号） 

                     平成２７年２月２０日（金）午前１０時開議 

    日程第１ 会議録署名委員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 発議案の上程 

         発議案第１号 

         提案理由の説明 

         委員会付託省略、質疑、討論、採決 

    日程第４ 議案の上程 
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         諮問第１号 

         議案第１号から議案第３１号 

         提案理由の説明 

         諮問第１号、採決 

    日程第５ 休会の件 
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○議長（湯淺祐德君） 

  本日、平成２７年３月第１回八街市議会定例会は、ここに開会する運びとなりました。 

  この定例会は、諮問１件、議案３１件が提出されることになっています。慎重に審議を尽

くされ、市民の負託に応えられますよう期待しますとともに、議会運営につきましてもご協

力をお願いいたしまして、開会のご挨拶といたします。 

  ただいまから平成２７年３月第１回八街市議会定例会を開会します。 

  ただいまの出席議員は２２名です。したがって、この定例会は成立しました。 

  これから本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は配付のとおりです。 

  日程に入る前に報告します。 

  最初に、地方自治法第１２１条の規定に基づく出席者は配付のとおりです。 

  次に、２月１２日までに受理した陳情１件につきましては、その写しを配付しておきまし

た。 

  次に、監査委員から、１１月、１２月予算執行分に係る例月出納検査報告書が提出されま

したので、その写しを配付しておきました。 

  次に、市長の専決処分事項に指定されている報告が２件、議長宛てに提出されましたので、

その写しを配付しておきました。 

  次に、地方自治法第１０４条の規定により、議会の代表として出席した会議等は配付のと

おりです。 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員の指名は、会議規則第８８条の規定に基づき、小菅耕二議員、服部雅恵議

員を指名します。 

  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

  この件につきましては、議会運営委員長より発言を求められておりますので、これを許し

ます。 

○鯨井眞佐子君 

  平成２７年３月定例会の会期等を協議するため、去る２月１２日に議会運営委員会を開催

し、協議いたしましたので、その結果についてご報告いたします。 

  ３月定例会に上程される案件は、発議案１件、諮問１件、議案３１件であります。 

  次に、一般質問の通告が、代表５人、個人１１人からありました。 

  以上の案件を審議するため、３月定例会は、お手元に配付してあります会期表のとおり、

会期を本日から３月２３日までの３２日間と協議決定いたしましたので、この会期等にご賛

同を賜り、円滑な議会運営ができますよう、議員各位のご協力をお願い申し上げまして、議

会運営委員長の報告といたします。 

○議長（湯淺祐德君） 

  ただいまの議会運営委員長報告のとおり、この定例会の会期は、本日から３月２３日まで
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の３２日間とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  ご異議なしと認めます。 

  会期は３２日間に決定しました。 

  日程第３、発議案の上程を行います。 

  発議案第１号の提案理由の説明を求めます。 

○鯨井眞佐子君 

  発議案第１号、八街市議会政務活動費の交付に関する条例の特例に関する条例の制定につ

いてご説明いたします。 

  上記の議案を次のとおり、地方自治法第１１２条及び八街市議会会議規則第１４条の規定

により提出いたします。 

  平成２７年２月２０日提出。 

  八街市議会議長、湯淺祐德様。 

  提出者、八街市議会議員、私、鯨井眞佐子、賛成者、八街市議会議員、小高良則議員、同

じく、右山正美議員、同じく、新宅雅子議員、同じく、林 政男議員、同じく、古場正春議

員、同じく、中田眞司議員、同じく、林 修三議員、同じく、石井孝昭議員。 

  八街市議会政務活動費の交付に関する条例の特例に関する条例、（趣旨）第１条、この条

例は、平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの間において、市議会議員の政務

活動費を減ずる措置を講ずるため、八街市政務活動費の交付に関する条例（平成２５年条例

第２号。次条において政務活動費条例という）の特例を定めるものとする。 

  （政務活動費の特例）第２条、政務活動費条例第２条第２項に規定する市議会議員の政務

活動費の額は、同項の規定にかかわらず月額２万円とする。 

  附則、この条例は平成２７年４月１日から施行する。 

  それでは、若干の補足説明をさせていただきます。 

  今回の政務活動費の交付に関する条例の特例に関する条例の制定につきましては、昨年１

２月１８日の議会運営委員会におきまして、執行部より平成２７年度予算編成が大変厳しい

状況であり、常任委員会及び議会運営委員会の行政視察の先送り、また、政務活動費の月額

５千円の削減依頼がありました。 

  この件につきましては、議会として重要な問題であるため、定例会最終日の１２月２５日

本会議終了後に全員協議会を開催し、再度執行部より財政状況等の説明を受けた後、協議を

行いました。協議の結果、本市の厳しい財政状況に対処する必要に鑑み、行政視察の平成２

８年度への先送り、また、政務活動費についても、平成２７年度においては２０パーセント、

月額５千円を削減することと決定しましたので、今回条例として提出するものです。 

  補足説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（湯淺祐德君） 
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  お諮りします。ただいま議題となっています発議案第１号は、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会付託を省略し、直ちに質疑、討論、採決を行いたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  ご異議なしと認めます。 

  これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  質疑なしと認めます。ご苦労さまでした。 

  これから討論を行います。発議案第１号についての討論を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  討論がなければ、これで発議案第１号の討論を終了します。 

  これから採決を行います。発議案第１号、八街市議会政務活動費の交付に関する条例の特

例に関する条例の制定についてを採決します。 

  この発議案は、原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議長（湯淺祐德君） 

  起立全員です。発議案第１号は、原案のとおり可決されました。 

  日程第４、議案の上程を行います。 

  諮問第１号及び議案第１号から議案第３１号を一括議題とします。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  ご異議なしと認めます。 

  諮問第１号及び議案第１号から議案第３１号の提案理由の説明を求めます。 

○市長（北村新司君） 

  本日、ここに平成２７年３月、第１回八街市議会定例会を招集いたしましたところ、議員

の皆様にはご多用のところご参集いただき、誠にありがたくお礼申し上げます。本定例会に

提案いたしました案件は、人事に関する諮問１件、議案として、条例の制定、改正及び廃止

１７件、平成２６年度各会計補正予算、平成２７年度各会計予算、一部事務組合の規約改正

及び財産処分に関する協議の合計３１議案でございます。 

  本定例会に提出させていただきました議案の説明に入ります前に、平成２７年度の市政運

営方針につきましてご説明させていただきます。私は昨年１１月に執行されました八街市長

選挙におきまして、引き続き市政を担わせていただくことになりました。私は市長就任以来、
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市民の声にしっかりと耳を傾け、市民の目線を第一に、何より市民と市民の代表である議員

の皆様の意見を大切にして市政運営にあたってまいりました。そして、喫緊の課題への対策

や公約実現に向けた取り組みを進め、中でも平成２６年度をもって市内小中学校校舎の耐震

改修が終了したことや、本市の長年の悲願でもありました榎戸駅整備事業が、関係各位のご

協力によりまして緒につけることができたことなど、街づくりや市民福祉の向上にまい進し

てきたところでございます。いまだ目指すべき街づくりの課題は山積しておりますが、今後

も諸課題の解決に向けて全力で取り組んでまいります。 

  そこで、平成２７年度の新年度予算を市議会に上程するにあたり、私の今後の市政運営に

臨む基本的姿勢を申し上げます。 

  まず、国内の社会経済情勢に目を向けますと、安倍内閣は景気回復、デフレ脱却を最優先

課題として、これまで「三本の矢」からなる経済政策、いわゆるアベノミクスを一体的に推

進してきました。また、雇用者の賃金引き上げ、企業における設備投資を促進するための税

制面での措置など、これまでになく大胆な政策をとってまいりました。こうした取り組みも

あり、雇用環境の改善、企業における設備投資の回復など、企業等における経営環境は改善

傾向が続くとともに、その影響により景気は緩やかな回復基調が続いており、一定の成果が

あらわれています。 

  千葉県内に目を向けますと、関東財務局千葉財務事務所における平成２７年１月の千葉県

内経済情勢では、個人消費や生産活動の一部に弱さが残るものの、全体として持ち直しの動

きが続いているとの総括判断が出されており、千葉労働局が発表した昨年１２月の県内有効

求人倍率や失業率についても改善が見られ、緩やかな改善傾向にあるとの判断がされていま

す。他方、個人消費等では昨年の消費税増税以降、ＧＤＰのマイナス成長が続き、また、都

心部と地方、大企業と中小企業では景気回復のばらつきが見られ、とりわけ地方では、アベ

ノミクスによる景気回復が十分実感ができていないのが現状でございます。 

  八街市におきましても、歳入面において、個人市民税等の伸び悩みや地価の下落に伴う固

定資産税の減少など、本市の収入の太宗をなす市税において、いまだ厳しい状況が続いてい

ます。現在、平成１７年度に策定しました「八街市総合計画２００５」の見直し作業を進め

ているところであり、今後１０年間の街づくりのビジョンを示した基本構想については、今

議会に提案させていただく予定でございます。本市の明るい未来のためには、街に愛着や魅

力を感じていただける取り組みが重要でございます。財政的な制約はあるものの、総合計画

の見直しにあたっては、将来への布石を打つ施策、未来への投資となる施策に取り組むこと

により、将来都市像としての「ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた」

の実現に取り組んでまいりたいと考えております。 

  私は、八街市を活性化させ発展させていくためには、人やものの流れを呼び込む道路交通

網の体系的な整備が大変重要なものであると考えております。周辺とのアクセスを充実させ

ることが、長期的には住みよい環境づくりや人口減少対策にもつながっていくものと考えて

おります。八街市周辺には高速道路のインターチェンジが多数存在しており、将来的にはこ



－８－ 

のような八街市の恵まれた立地条件を活かした交通アクセスの整備が将来の八街市の街づく

りの基礎となるものとの考えから、酒々井インターチェンジのアクセス道路計画や佐倉第３

工業団地へのバイパス事業計画を進めてまいりたいと考えております。南部地域におきまし

ても、山田インターチェンジへ接続するための交通網の整備として、国道１２６号の沖入口

交差点の改良事業を進めてまいります。もちろんアクセス道路等の計画は八街市独自で進め

られるわけではございませんし、直ちに着手できるものとは考えてはございません。実現す

るまでには相当の時間を要するものと思いますが、関係する佐倉市や酒々井町との連携を図

り、千葉県や国に要望しながら進めてまいりたいと考えております。既に蕨佐倉市長、小坂

酒々井町長にはこれらの構想を説明しており、両首長からも整備計画のための協力は惜しま

ない旨、内諾を得ており、今後は事務レベルで計画を詰めてまいる予定でございます。 

  また、国では人口減少と地域経済縮小の克服を目的として「まち・ひと・しごと創生総合

戦略」を策定し、あわせて地方公共団体にも地方人口ビジョンと地方版総合戦略の策定を求

めています。 

  本市では、国の平成２６年度補正予算案に盛り込まれた地域住民生活等緊急支援のための

交付金を活用して、地域の消費喚起を目的としたプレミアム付き商品券の発行を検討してお

り、現在、商工会議所等とも連携を図り、プレミアム付き商品券の発行の準備を進めており

ます。平成２７年度につきましては、地方版総合戦略を策定する予定でおりますので、この

中で若い世代の子育てや安全安心な暮らしなど、本市の活性化につながる施策を検討してま

いりたいと考えております。 

  さて、本市では長引く景気低迷の中にあっても、事務事業の効率的な執行とめり張りのあ

る行財政運営を行う中で、財政調整基金等を有効に活用しながら、市民福祉等の向上のため

にさまざまな施策を実施してまいりました。しかしながら、基金が年々減少していく中、従

来の基金に依存した財政運営は既に限界にあり、今後の予算編成にあたっては、基金に依存

しない予算編成をすることが求められています。特別な事情のある場合をのぞき、その年の

支出に係る財源はその年の収入において賄うという収支均衡の原則に立ち、今後は基金に依

存した従来の予算編成を転換した収支バランスのとれた財政体質に転換していく必要がござ

います。現状における本市の財政状況は大変厳しい状況にあり、将来にわたって健全財政を

堅持しつつ安定した市政運営を図っていくためには、これまで以上に思い切った行財政改革

を推進していくことが必要不可欠でございます。 

  このことから、平成２７年度の予算編成につきましては、市民サービスの維持向上に留意

しつつ、将来にわたる財政運営を見据えて、徹底した経費の削減に努めるとともに、職員の

人件費についても削減することといたしました。また、全事業を例外なく総点検し、必要性

や有効性を厳しく検証するとともに、無駄を排除しつつ施策の厳選化に務め、全庁一丸とな

って真に市民サービスの向上に資する経費への重点化を念頭にいれ予算を編成いたしました。

このような予算編成のもと、予算協議を重ねてまいりました結果、平成２７年度における一

般会計の当初予算は１９３億９千５００万円となり、前年度と比較して１８億４千３００万
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円、８．７パーセントの減となっております。なお、平成２７年度予算の詳細につきまして

は、予算審議の際にご説明申し上げますのでご了承願います。 

  それでは、平成２７年度の主要事業の概要につきまして、基本構想の８つの街づくりの分

野に沿って申し上げます。 

  まず初めに、便利で快適な街のための主な施策についてでございます。先ほど触れました

とおり、将来の街づくりには道路体系の整備が非常に重要なものと認識しており、そのため

には国・県道の整備計画にあわせ、市内幹線道路の改良やその他の市道についても計画的な

整備を進め交通ネットワークを形成していくことが重要でございます。今年度においても市

内各所において緊急性等を勘案しながら、優先順位を見極めて道路改良工事や舗装修繕工事

等を実施し、渋滞の緩和や歩行者の安全対策等に努めてまいります。 

  ふれあいバスの運行事業につきましては、市民の皆様の足として定着しており、平成２７

年度につきましても引き続き実施してまいります。なお、より効果的な運行につきましては、

今後におきましても地域公共交通協議会において検討していただくようお願いしてまいりま

す。 

  ＪＲ榎戸駅整備事業につきましては、平成２７年度当初予算において一部予算計上してご

ざいますが、平成２７年度からの本格的な事業実施に向けて、現在、ＪＲと事業費等の協議

を継続しているところでございます。事業費に一定のめどがついた段階で、補正予算として

議会に上程したいと考えておりますのでご了承願います。 

  次に、安全で安心な街のための主な施策についてでございます。 

  交通安全のための施設として、本市では計画的にカーブミラー等の交通安全施設の整備を

行っております。今年度においても、見通しが悪く危険性が高い交差点など、順次整備して

まいります。 

  防犯、防災対策につきましては、安全で安心な街づくりを推進するため、ＬＥＤ灯をはじ

めとした防犯灯の整備や防犯パトロール等につきましても、引き続き実施してまいります。

また、自主防災組織につきましては、できるだけ多くの地区において組織を立ち上げていた

だくため、要望のあった地区には自主防災組織の役割や自助・共助の必要性など、直接地域

に出向いて説明会を実施するなどにより、今後も各地域の自主防災組織の増加に向け努力し

てまいります。災害時に備えるための防災備蓄倉庫の設置や備蓄用資器材の整備を進めてま

いるとともに、先に実施しました本市初の市民参加型防災訓練につきましても、今後も継続

的に実施し、市民の皆様の防災意識を高め、いざというときに慌てず落ちついて行動し、身

の安全を守れるよう啓発活動に取り組んでまいりたいと考えております。また、非常備消防

につきましても、耐震性貯水槽の設置や第５分団の水槽付き小型ポンプ積載車の更新などを

進めていく予定でございます。 

  次に、健康と思いやりにあふれる街のための主な施策についてでございます。福祉サービ

スの提供、自立支援医療費の給付、失われた身体機能を補完する補装具費用の支給等を行う

障害者自立支援給付事業や、次世代社会を担う子ども一人ひとりの健やかな育ちを社会全体
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で応援するための児童手当支給事業など、必要な経費については引き続き予算計上し実施し

てまいります。新規事業としては、子育て中の労働者や主婦等を会員として、預かり援助な

ど相互の援助活動を推進するためのファミリーサポートセンター事業や、本年４月に開設す

る明徳やちまたこども園の運営を支援するこども園運営委託事業費、就労その他の自立に関

する相談、離職により住宅を失った生活困窮者等に家賃相当を有期で給付するなどの支援を

する生活困窮者自立支援事業費などを計上いたしました。また、私立八街かいたく保育園の

定員増に伴う運営委託料を予算計上したほか、児童クラブの充実を図るため、川上小学校内

に第二川上児童クラブを新設して、児童の健全育成と保護者が安心して働ける環境づくりを

進めるための予算を計上したところでございます。 

  次に、豊かな自然と共生する街のための主な施策についてでございます。ごみの減量化や

資源の有効利用の推進と市民のリサイクル意識の向上を図るためのリサイクル推進費や、安

心して暮らせる居住環境の確保と市内産業の活性化を図るための住宅リフォーム補助事業、

中央公園、けやきの森公園をはじめとした市内各公園につきましても、市民の皆様の憩いの

場として適正な管理を図るため、引き続き予算計上し、市民の皆様の期待に応えてまいりま

す。 

  太陽光発電システムなど地域における再生可能エネルギーの普及を進め、環境負荷の低減

による循環型社会の構築を目指すとともに、公共下水道の普及や小型合併処理浄化槽の普及

による公共用水域の水質汚濁防止や不法投棄の防止に向けた環境づくりなど、環境保全施策

を引き続き推し進めてまいります。 

  次に、心の豊かさを感じる街のための主な施策についてでございます。本市では、豊かな

心を持ち、夢を抱き、たくましく生きる幼児・児童・生徒の育成をするための施策として、

幼小中高連携教育を推進する中で、さまざまな事業を実施してまいりました。今後において

も八街市の特色を一層打ち出しながら、子どもたちの健やかな成長を目指すとともに、社会

教育に関わる各種事業を引き続き実施してまいります。特別支援学級に在籍している児童・

生徒や通常学級に在籍する特別支援を必要とする児童・生徒の活動を充実させるため、教育

支援員の配置のほか、教育支援センターでは学校の集団生活に適応できない児童・生徒を指

導し、学校復帰や社会生活へ順応できるように支援するため、学校相談員の配置のほか、平

成２７年度には新規事業として電話相談員を配置することといたしました。 

  教育施設面では、老朽化した二州小学校、交進小学校、八街東小学校の屋内運動場の耐震

化を含めた改修費用として、設計業務及び工事費を計上いたしました。また、朝陽小学校に

つきましては、平成２６年度をもって校舎改築が終了するのに伴い、平成２７年度にはグラ

ウンド整備事業を実施してまいります。 

  次に、活気に満ちあふれる街のための主な施策についてでございます。農業従事者の高齢

化や担い手不足が深刻化する中、持続的な農業労働力を確保することは、本市のみならず全

国的な課題となっています。本市では、新たに農業を始める方を支援する国の青年就農給付

金事業にあわせて、市独自の新規就農者就農支援事業を継続して行うなど、農業の後継者対
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策を推進してまいります。また、農業経営が安定した仕事として行えるよう、高品質、安定

的な生産を図るために、環境保全型農業に取り組む園芸産地の生産性向上に必要なパイプハ

ウスの施設等に引き続き補助を継続するほか、新規事業として適正な農地環境を整備するた

め、農地法面の草刈り、農道の砂利補充、水路の泥上げなど、農業を支える共用設備の維持

管理に要する費用を助成する多面的機能支払交付金事業を予算計上いたしました。 

  消費者と生産者の交流の機会や本市産業の活性化を図り、本市農産物等のＰＲの場として

八街ふれあい夏まつりや産業まつりを引き続き開催し、基幹産業である農業のほか、商工業

の振興を図ってまいります。 

  次に、市民とともにつくる街の主な施策についてでございます。地域コミュニティの重要

性は改めて申し上げるまでもありませんが、地域コミュニティの現状は、住民の減少や少子

高齢化、世帯の少人数化、新旧住民の関係など社会、経済の環境変化の中で人間関係の希薄

化等の問題が顕在化し、地域への帰属意識の低下が進んでいます。人が生活する上で、家族

に次いで身近な地域での人間関係は必要不可欠のものであり、過去において阪神・淡路大震

災、東日本大震災等における災害時の近隣での助け合いは、図らずもこうしたコミュニティ

の大切さを再確認する役割を果たしました。 

  地域コミュニティは、各地域における子育て、青少年育成、高齢者の見守り、リサイクル、

防犯・防災対策、地域文化の伝承など多くの役割を担っていただいており、本市においても

地区コミュニティの活性化が大きな課題でございます。同じ地域に居住する住民相互の情報

共有など、より一層、多くの地域住民の連帯感、共助、協働意識の醸成を促すため、地域の

住民が集う場として、地区コミュニティの施設整備費や各地区のコミュニティ活動を引き続

き支援してまいりたいと考えております。 

  最後に、市民サービスの充実した街のための主な施策についてでございます。先にも触れ

たとおり、現在、本市では八街市総合計画の見直し作業を実施しております。この中では市

民の皆様からの要望等を的確に把握し、しっかりとお応えすることのできるものとなるよう

に努めてまいりたいと考えております。また、広報やちまたや市のホームページ等を活用し

て、市政情報を幅広く周知することにより、市民と行政が正確な情報を共有し、市民の皆様

が市政運営に関心を持ち、一層、市政へ参画することにより協働の街づくりが進むよう、情

報発信を進めてまいります。 

  以上、平成２７年度の主な施策につきまして説明させていただきました。 

  今後の市政運営にあたりましては、八街市の現状を十分認識した上で、将来に向けたより

よい街づくりのための施策に重きを置き、限られた財源ではございますが、より効果的な運

営ができるよう努めてまいりたいと考えております。これからも市民本位の行政を信条に、

八街市及び八街市民のために全力で取り組んでまいります。市民の皆様並びに議員各位のご

理解とご支援をお願い申し上げまして、平成２７年度の施政運営方針といたします。 

  続きまして、提案いたしました各議案についてご説明いたします。 

  諮問第１号は、人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。これは、椎名榮子氏の
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任期が平成２７年９月３０日で満了することに伴い、引き続き同氏を再任することについて

議会の意見を求めるものでございます。 

  議案第１号は、八街市行政手続条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。

これは、国民の権利利益の保護の拡充を図ることを目的とする行政手続法の一部を改正する

法律が平成２６年６月１３日に公布され、法令違反に対する処分の求め、法令要件に適合し

ない行政指導の中止の求め等の手続が新設されたことに伴い、本市においても法の趣旨にの

っとり同様の手続を新設することにより、行政運営における公正の確保と透明性の向上を図

り、もって市民の権利利益の保護の拡充を図るため、所要の改正を行うものでございます。 

  議案第２号は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてでございます。これは、平成２７年４月１

日から施行される地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律により、

教育長が教育委員長と一本化した新教育長となることに伴い、関係条例について所要の改正

を行うものでございます。 

  議案第３号は、八街市保育の実施に関する条例を廃止する条例の制定についてでございま

す。これは、児童福祉法の改正に伴い、保育を必要とする事由が法令に定められたため、保

育の実施の基準を条例で定める必要がなくなったことから、当該条例を廃止するものでござ

います。 

  議案第４号は、八街市保育所設置に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでご

ざいます。これは、児童福祉法の改正に伴い、保育所の設置目的が日々保護者の委託を受け

て保育に欠けるその乳児または幼児を保育することを目的とする施設から、保育を必要とす

る乳児、幼児を日々保護者のもとから通わせて保育を行うことを目的とする施設に改められ

たことから所要の改正を行うものでございます。 

  議案第５号は、八街市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額を定める条例の

制定についてでございます。これは、子ども・子育て支援法の制定及び児童福祉法の改正に

伴い、子どものための特定教育、保育施設の利用者負担の額を定めるため、条例を制定する

ものでございます。 

  議案第６号は、八街市児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてでございます。これは、児童福祉法の改正に伴い、放課後児童健全育成事業の対

象として、小学校に就学している概ね１０歳未満の児童から小学校に就学している児童に対

象児童が拡大されたことによる入所希望児童の増加に対応するため、定員を増やすほか、川

上小学校内に新規児童クラブを開設することについて所要の改正を行うものでございます。 

  議案第７号は、八街市長寿祝金条例を廃止する条例の制定でございます。これは、長寿祝

金事業の対象者を満１００歳に達する者に限定し、その支給について八街市百歳高齢者に対

する祝金支給規則を創設するため、当該条例を廃止するものでございます。 

  議案第８号は、八街市介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。

これは、第６期八街市高齢者福祉計画の策定に伴う保険料の改定並びに低所得者に対する軽
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減及び介護予防、日常生活支援総合事業の実施の猶予に関する経過措置等を加えるため、所

要の改正を行うものでございます。 

  議案第９号は、八街市指定地域密着型サービス基準条例の一部を改正する条例の制定につ

いてでございます。これは、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準が平成２７年１月１６日に改正されたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

  議案第１０号は、八街市指定地域密着型介護予防サービス基準条例の一部を改正する条例

の制定についてでございます。これは、指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準が平成２７年１月１６日に改正されたことに伴い、所要の改正を行うもの

でございます。 

  議案第１１号は、八街市指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。

これは、指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準が平成２７年１月１６日に改正されたことに伴

い、所要の改正を行うものでございます。 

  議案第１２号は、八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてでござ

います。これは、地方税法等の一部改正に伴い、被保険者の税負担の公平性の維持及び中間

所得層の負担の軽減を図ることから、後期高齢者支援金分及び介護納付金分の賦課限度額を

引き上げるための所要の改正をするものでございます。 

  議案第１３号は、八街市都市公園条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。

これは、都市公園において自動販売機を設置許可するにあたり、入札等の競争性を導入した

場合に対応するため、所要の改正を行うものでございます。 

  議案第１４号は、平成２６年度八街市一般会計補正予算についてでございます。この補正

予算は、既定の予算から６億３千１７０万９千円を減額し、歳入歳出予算の総額を２１２億

３千４９８万円とするものでございます。歳入につきましては、分担金及び負担金７１６万

円、寄附金２０３万８千円を増額し、国庫支出金３億９千２５４万２千円、県支出金２千２

３６万１千円、繰入金１億４千５０万４千円、市債８千３４０万円を減額するのが主なもの

でございます。歳出につきましては、平成２６年度末を控えての事業完了または執行見込み

に基づきまして予算の整理を行い、６億３千１７０万９千円を減額するのが主なものでござ

います。 

  議案第１５号は、平成２６年度八街市国民健康保険特別会計補正予算についてでございま

す。この補正予算は、既定の予算に５１７万５千円を増額し、歳入歳出の予算の総額を１０

３億５千４０７万３千円とするものでございます。歳入につきましては、繰入金５１７万５

千円を増額するものでございます。歳出につきましては、保険給付費５１７万５千円を増額

するものでございます。 
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  議案第１６号は、平成２６年度八街市後期高齢者医療特別会計補正予算についてでござい

ます。この補正予算は、既定の予算に１９９万６千円を増額し、歳入歳出予算の総額を４億

１千８１１万９千円とするものでございます。歳入につきましては、後期高齢者医療保険料

４７０万５千円、繰越金１３７万９千円を増額し、繰入金４０８万８千円を減額するもので

ございます。歳出につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金６１万７千円、諸支出金

１３７万９千円を増額するものでございます。 

  議案第１７号は、平成２６年度八街市介護保険特別会計補正予算についてでございます。

この補正予算は、既定の予算に１千６３０万６千円を増額し、歳入歳出予算の総額を３９億

３千５４３万３千円とするものでございます。歳入につきましては、国庫支出金８０６万７

千円、支払基金交付金６３８万９千円、繰入金１２０万５千円を増額するのが主なものでご

ざいます。歳出につきましては、保険給付費２千２０３万３千円を増額し、基金積立金５７

２万７千円を減額するものでございます。 

  議案第１８号は、平成２６年度八街市下水道事業特別会計補正予算についてでございます。

この補正予算は、既定の予算から４千６８６万１千円を減額し、歳入歳出予算の総額を１４

億１千６１９万６千円とするものでございます。歳入につきましては、諸収入１千６１３万

７千円を増額し、繰入金５千３２４万８千円を減額するのが主なものでございます。歳出に

つきましては、下水道事業費３千９８６万１千円を減額するのが主なものでございます。 

  議案第１９号は、平成２６年度八街市水道事業会計補正予算についてでございます。この

補正予算は、収益的支出につきまして、既定の予算に１６３万２千円を増額し、総額を１１

億２千２９１万８千円とするものでございます。 

  議案第２０号から議案第２５号までは、平成２７年度八街市一般会計予算をはじめとする

各会計の予算についてでございます。各予算の概要につきましては先ほど説明いたしました

が、詳細につきましては、後ほど各担当部課長から説明させます。 

  議案第２６号は、印旛郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関す

る協議についてでございます。これは、印旛郡市広域市町村圏事務組合が運営する軽費老人

ホームを平成２７年４月１日から民間事業者へ譲渡することに伴い、組合規約の一部を改正

する必要が生じたため、関係地方公共団体と協議するにあたり、議会の議決を求めるもので

ございます。 

  議案第２７号は、印旛郡市広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処

分に関する協議についてでございます。これは、印旛郡市広域市町村圏事務組合規約の一部

を改正することに伴い、当該組合が運営する軽費老人ホームを財産処分することについて、

関係地方公共団体と協議するにあたり、議会の議決を求めるものでございます。 

  議案第２８号は、八街市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてでございます。これは、平成２６年度までの時限措置として実施しております

特別職等の給与の減額を平成２７年度においてもその減額幅を拡大し、継続するため改正す

るものでございます。 
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  議案第２９号は、八街市一般職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例の制

定についてでございます。これは、人事院勧告等が５０歳台後半層が多い号給に重点を置い

ての給料月額の引き下げ、管理職員特別勤務手当の支給要件を改めるなど、給与制度の総合

的見直しの内容でありましたことから、本市においてもこの勧告等に基づき条例を改正しよ

うとするものでございます。 

  議案第３０号は、八街市一般職の職員の給与の特例に関する条例の制定についてでござい

ます。これは、本市の厳しい財政状況から、平成２７年度において、一般職の職員の給与月

額を２パーセント減額及び地域手当の支給停止並びに管理職手当を２０パーセント減額等の

措置を実施するものでございます。 

  議案第３１号は、八街市立幼稚園保育料等徴収条例の一部を改正する条例の制定について

でございます。これは、子ども・子育て支援法の施行に伴い、公立３園が施設型給付を受け

る特定教育、保育施設となり、現在の保育料を世帯の所得に応じた応能負担とし、利用者負

担額として別に定めることとなり、時間外における保育の利用料を定める必要があるため改

正を行うものでございます。 

  以上で、提案いたしました議案の説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議のうえ、可決くださるようお願い申し上げます。 

○議長（湯淺祐德君） 

  会議中ではありますが、ここで１０分間の休憩をいたします。 

（休憩 午前１０時５９分） 

（再開 午前１１時１０分） 

○議長（湯淺祐德君） 

  再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

○総務部長（石毛 勝君） 

  それでは、議案第２０号、平成２７年度八街市一般会計につきましてご説明をさせていた

だきます。 

  お手元に配付してございます平成２７年度八街市予算書、５ページをまずお開きいただき

たいと思います。ここでは、平成２７年度八街市一般会計予算につきまして定めております。 

  まず、第１条では、歳入歳出予算の総額を歳入、歳出、それぞれ１９３億９千５００万円

と定め、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額を６ページから１１ページまで

の第１表歳入歳出予算によるものとしております。歳入歳出予算の総額を前年度と比較いた

しますと１８億４千３００万円、率にいたしまして８．７パーセントの減となっております。 

  次に、第２条では、地方自治法第２１４条の規定によりまして、債務を負担する行為をす

ることができる事項、期間及び限度額を１２ページの第２表債務負担行為によるものとして

おります。 

  次に、第３条では、地方自治法第２３０条第１項の規定によりまして、起こすことができ

る地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を１４ページの第３表地
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方債によるものとしております。 

  次に、第４条では、地方自治法第２３５条の３第２項の規定によりまして、一時借入金の

借入最高額を２０億円と定めるものでございます。 

  次に、第５条では、地方自治法第２２０条の第２項ただし書きの規定によりまして、歳出

予算の各項の経費の金額を流用することができる場合に定めるものでございます。 

  続きまして、一般会計予算の主な内容につきましてご説明いたします。 

  ６ページ、第１表歳入歳出予算をごらんいただきたいと思います。 

  初めに、歳入予算についてご説明いたします。１款市税の計上額につきましては６８億５

千８９８万８千円で、歳入全体の３５．４パーセントを占めているものでございます。前年

度と比較いたしますと１億１１万円、１．４パーセントの減を見込んだところでございます。

主な要因といたしましては、固定資産税について、固定資産評価替えに伴います家屋評価額

の減少によりまして、１億３千２６０万１千円の減を見込んだところでございます。 

  次に、２款地方譲与税につきましては１億８千１０万円で、前年度と比較いたしますと１

千２９０万円、６．７パーセントの減となっております。 

  次に、３款利子割交付金につきましては１千３８０万円で、前年度と比較いたしますと１

２０万円、８．０パーセントの減となっております。 

  次に、４款配当割交付金につきましては、県が見込みました額をもとに推計をいたしまし

たが、その結果３千６００万円で、前年度と比較いたしますと１千６００万円、８０．０パ

ーセントの増となっておるものでございます。 

  次に、５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、県が見込みました額をもとに推計い

たしました結果、３千万円で、前年度と比較いたしますと２千５００万円、５００パーセン

トの増となっておるものでございます。 

  次に、６款地方消費税交付金につきましては、総務省の地方財政対策の概要を考慮いたし

まして推計しました結果９億９千万円で、前年度と比較いたしますと３億１千７００万円、

４７．１パーセントの増となっております。 

  次に、７款ゴルフ場利用税交付金につきましては１千５００万円で、前年度と比較いたし

ますと１００万円、６．３パーセントの減となっております。 

  続きまして、７ページに移らせていただきます。 

  ８款自動車取得税交付金につきましては、３千５００万円で、前年度と同額を見込んだも

のでございます。 

  次に、９款地方特例交付金につきましては、住宅借入金等特別税額控除に係ります減収分

としての交付額でございまして、前年度と比較いたしますと３００万円、９．４パーセント

減の２千９００万円を見込んだものでございます。 

  次に、１０款地方交付税につきましては３６億３千５００万円で、歳入全体の１８．７パ

ーセントを占めております。前年度と比較いたしますと３億３千３００万円、８．４パーセ

ントの減となっております。地方交付税につきましては、平成２６年度の実績と総務省の地
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方財政対策の概要を考慮して推計しました結果、普通交付税は３億４千万円の減、特別交付

税は７００万円の増となったものでございます。 

  次に、１１款交通安全対策特別交付金につきましては８００万円で、前年度と比較いたし

ますと１００万円、１１．１パーセントの減となっております。 

  次に、１２款分担金及び負担金につきましては１億８千４４１万４千円で、前年度と比較

いたしますと６６万３千円、０．４パーセントの減となっております。 

  次に、１３款使用料及び手数料につきましては２億８千１７１万５千円で、前年度と比較

いたしますと１８４万４千円、０．７パーセントの減となったものでございます。 

  次に、１４款国庫支出金につきましては３２億２千９７０万５千円で、前年度と比較いた

しますと６億５千８１８万９千円、１６．９パーセントの減となっております。減額の主な

要因といたしましては、臨時福祉給付金給付事業費補助金、子育て世帯臨時特例給付金給付

事業費の補助金、朝陽小学校改築事業に伴う公立学校施設整備費負担金、学校施設環境改善

交付金などの減が主なものでございます。 

  次に、１５款県支出金につきましては１３億８千７９６万４千円で、前年度と比較いたし

ますと７千１１７万８千円、５．４パーセントの増となっております。増額の主な要因とい

たしましては、障害者自立支援給付費負担金、国勢調査委託金、国民健康保険基盤安定負担

金などの増が主なものでございます。 

  続きまして、８ページに移らせていただきます。 

  １６款財産収入につきましては９２５万３千円で、前年度と比較いたしますと５千円、０．

１パーセントの減となっております。 

  次に、１７款寄附金につきましては３０万円で、これはやちまた応援寄附金を見込んだこ

とによるものでございます。 

  次に、１８款繰入金につきましては６億２千９７５万２千円で、前年度と比較いたします

と２億２千１８４万９千円、２６．１パーセントの減となっております。主な繰入金につき

ましては、財政調整基金繰入金は６億円、用排水路建設改良基金繰入金は２千４６７万４千

円、応援寄附金によるまちづくり基金繰入金は４１１万８千円となっております。この結果、

当該繰入金を差し引いた平成２７年度財政調整基金の残高見込額は、３億９千８１２万２千

円となったものでございます。 

  次に、１９款繰越金は前年度と同額の１億円としております。 

  次に、２０款諸収入につきましては５億９千３２０万９千円で、前年度と比較しますと４

千１７８万３千円、７．６パーセントの増となっております。増額の主な要因といたしまし

ては、佐倉市八街市酒々井町消防組合退職手当負担金の還付金によるものでございます。 

  次に、２１款市債につきましては１１億４千７８０万円で、地方債依存度は５．９パーセ

ントとなっております。これを前年度と比較いたしますと９億７千９５０万円、４６．０パ

ーセントの減となっておりまして、朝陽小学校改築事業、榎戸駅整備事業及び臨時財政対策

債の減が主な要因でございます。 
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  歳入予算の説明については以上でございます。なお、詳細につきましては、４９ページか

ら７０ページをご参照いただきたいと存じます。 

  続きまして、９ページに移らせていただきます。 

  歳出予算についてご説明をいたします。 

  初めに、１款議会費につきましては２億３千９０９万９千円で、前年度と比較いたします

と１６９万２千円、０．７パーセントの増となっております。 

  次に、２款総務費につきましては１８億７千２０６万９千円で、前年度と比較いたします

と１億６千３１４万３千円、８．０パーセントの減となっております。これにつきましては、

市町村職員退職手当負担金などの一般職人件費の減が主な要因でございます。 

  次に、３款民生費につきましては８３億４千７７１万円で、前年度と比較いたしますと１

億２３５万５千円、１．２パーセントの増となっております。これにつきましては、国民健

康保険特別会計繰出金や障害者自立支援給付事業費、今年４月に開設いたします明徳やちま

たこども園へのこども園運営費補助事業費の増が主な要因でございます。 

  次に、４款衛生費につきましては２１億４千８５７万円で、前年度と比較いたしますと９

千１７４万６千円、４．１パーセントの減となっております。 

  次に、５款農林水産業費につきましては２億２千４７１万５千円で、前年度と比較いたし

ますと１千９３万２千円、４．６パーセントの減となっております。 

  次に、６款商工費につきましては１億１千８１３万７千円で、前年度と比較いたしますと

７４５万５千円、５．９パーセントの減となっております。 

  続きまして、１０ページをごらんいただきたいと思います。 

  ７款土木費につきましては１０億２千６３万４千円で、前年度と比較いたしますと３億６

千２０６万５千円、２６．２パーセントの減となっております。これにつきましては、大池

排水区整備事業一般会計負担金や榎戸駅整備事業の減が主な要因となったものでございます。 

  次に、８款消防費につきましては１２億１千２３万４千円で、前年度と比較いたしますと

２千４７１万７千円、２．０パーセントの減となっております。 

  次に、９款教育費につきましては２０億５千１００万１千円で、前年度と比較いたします

と１０億５千２８６万１千円、３３．９パーセントの減となっております。これにつきまし

ては、朝陽小学校改築事業の減が主な要因でございます。 

  次に、１０款災害復旧費につきましては、公共土木施設災害復旧費といたしまして、前年

度と同額の１千円を計上したものでございます。 

  次に、１１款公債費につきましては２１億３千７７８万９千円で、前年度と比較いたしま

すと２億３千８８０万８千円、１０．０パーセントの減となっております。これにつきまし

ては、平成１６年度に借り入れた平成７年、８年度の減税補填債借換債でございます、１２

億１千２８０万円、八街駅北側地区土地区画整理事業費で借り入れた地方特定道路整備事業

債２億５千８２０万円、八街駅自由通路整備事業債２億３千６９０万円などの償還完了が減

の主な要因でございまして、この結果、平成２７年度発行予定額を加えました地方債の平成



－１９－ 

２７年度末現在高の見込額につきましては１８０億９千５４０万７千円となり、平成２６年

度末現在高見込額と比較いたしますと、７億８千２９９万円の減となったものでございます。 

  次に、１２款予備費につきましては２千５０４万１千円で、前年度と比較いたしますと４

６８万円の増となったものでございます。 

  歳出予算の説明については以上でございます。 

  歳出につきましての詳細は７３ページから２５７ページをご参照いただきたいと存じます。 

  以上をもちまして、平成２７年度八街市一般会計予算につきましての説明を終わらせてい

ただきます。 

  よろしくご審議くださいますよう、お願いを申し上げます。 

○市民部長（加藤多久美君） 

  それでは、議案第２１号、平成２７年度八街市国民健康保険特別会計予算についてご説明

申し上げます。 

  予算書の１７ページをごらんください。 

  まず、第１条では、歳入歳出予算の総額を歳入、歳出、それぞれ１１４億４千７８万９千

円と定めるものでございます。前年度と比較しますと額にして１２億７千６７５万８千円、

率にいたしまして１２．６パーセントの増となります。また、第２条の一時借入金は、一時

借入をしなければならない事態が発生した場合の対応として、限度額を１５億円と定めるも

のでございます。 

  続きまして、１８、１９ページをごらんください。 

  初めに、歳入でございますが、第１款国民健康保険税、２５億７５７万１千円につきまし

ては、一般被保険者、退職被保険者等、それぞれの医療保険分、後期高齢者支援金分、介護

納付金分としての保険税であり、前年度と比較しますと１．９パーセントの増となっており

ます。 

  次に、第２款国庫支出金につきましては２５億４千６８３万６千円を計上いたしました。

前年度と比較しますと２２．１パーセントの減となります。主なものは、療養給付費負担金、

後期高齢者支援金などに対する国の負担分及び高額医療費共同事業医療費拠出金に対する国

の負担分でございます。 

  ３款療養給付費交付金、３億７千１２２万９千円につきましては、退職被保険者の医療費

に係る社会保険診療報酬支払基金からの交付金を計上いたしました。前年度と比較しますと

１３．０パーセントの減となります。 

  ４款前期高齢者交付金につきましては、社会保険診療報酬支払基金が各保険者から加入者

数に応じ納付金として徴収し、これを各保険者に分配するもので、２０億１１７万６千円を

計上いたしました。前年度と比較しますと２０．８パーセントの増となります。 

  次に、５款県支出金、６億１４２万３千円につきましては、高額医療費共同事業拠出金及

び特定健康診査等に対する県の負担分と財政調整交付金で、前年度と比較しますと２１．６

パーセントの減となります。 



－２０－ 

  ６款共同事業交付金、２６億５千２７万７千円につきましては、高額医療費共同事業及び

保険財政共同安定化事業に係る千葉県国民健康保険団体連合会からの交付金であります。保

険財政共同安定化事業の対象拡大に伴い、前年度と比較しますと１４４．６パーセントの増

となります。 

  次に、７款繰入金は、一般会計及び国民健康保険特別会計財政調整基金からの繰入金で、

７億３千９９６万５千円を計上いたしました。前年度と比較しますと５２．７パーセントの

増となります。 

  ８款繰越金は存目計上でございます。 

  ９款諸収入につきましては２千２３１万円を計上いたしました。なお、歳入の詳細につき

ましては、２７９ページから２８４ページに記載のとおりでございますので、後ほどご参照

ください。 

  次に、歳出でございますが、予算書の２０ページ、２１ページをごらんください。 

  まず、１款総務費は３千８３４万１千円を計上いたしました。主なものでございますが、

一般管理費及び千葉県国民健康保険団体連合会の負担金、保険税の賦課徴収に必要な経費な

どでございます。 

  ２款保険給付費につきましては、一般被保険者及び退職被保険者等に係る保険給付費で、

６５億７千１３７万１千円を計上いたしました。前年度と比較いたしますと０．１パーセン

トの減となります。主なものは現物給付となる療養給付費、現金給付となる療養費及び診療

報酬明細書の審査支払手数料、高額療養費などでございます。 

  ３款後期高齢者支援金等ですが、後期高齢者医療制度への費用負担分として１５億５千８

２万９千円を計上いたしました。前年度と比較しますと６．０パーセントの増となります。 

  ４款前期高齢者納付金等ですが、社会保険診療報酬支払基金への納付金の調整分として、

１７７万７千円を計上いたしました。 

  次に、５款の老人保健拠出金につきましては過年度分の精算となっており、１千円の存目

計上とし、その事務費分とあわせて５万１千円を計上いたしました。 

  ６款の介護納付金は、介護保険への支援分として６億４千１２６万５千円を計上しました。

前年度と比較しますと２６．３パーセントの減となります。 

  ７款共同事業拠出金、２５億６千２２８万４千円につきましては、高額医療費共同事業医

療費及び保険財政共同安定化事業の拠出金を計上いたしました。保険財政協働安定化事業の

対象拡大に伴い、前年度と比較しますと１２７．７パーセントの増となります。 

  ８款の保険事業費、５千６６６万８千円につきましては、特定健康診査、保健指導に係る

経費及び人間ドック助成事業の経費を計上いたしました。前年度と比較しますと０．６パー

セントの減となります。 

  次に、９款の公債費、３００万円につきましては一時借入金の利子を計上しました。 

  １０款諸支出金につきましては、過年度分の保険税過誤納還付金など１千２０万３千円を

計上いたしました。 



－２１－ 

  １１款の予備費につきましては５００万円の計上です。 

  なお、歳出の詳細につきましては、２８５ページから２９６ページに記載のとおりでござ

いますので、後ほどご参照いただきたいと思います。 

  続きまして、議案第２２号、平成２７年度八街市後期高齢者医療特別会計予算についてご

説明申し上げます。 

  予算書の２５ページをごらんください。 

  平成２７年度後期高齢者医療特別会計予算は、第１条では本年度の歳入歳出予算の総額を

歳入、歳出、それぞれ４億３千５９３万円と定めるものでございます。前年度と比較します

と４．８パーセントの増となります。 

  続きまして、２６ページをごらんください。 

  初めに、歳入でございますが、１款の後期高齢者医療保険料につきましては、保険料率は

均等割が、１人当たり年額３万８千７００円、所得割が７．４３パーセントで、試算した結

果、３億２千２５７万１千円を計上いたしました。前年度と比較しますと６．２パーセント

の増となります。 

  ２款繰入金、１億７５１万９千円は、一般管理費や賦課徴収費の事務費分としての事務費

繰入金と、低所得者等の保険料軽減分を公費で補填する保険基盤安定繰入金を計上いたしま

した。前年度と比較しますと１．２パーセントの増となります。 

  ３款繰越金は２００万円を計上いたしました。 

  ４款諸収入は、存目計上であります延滞金と後期高齢者医療過年度還付金、長寿・健康増

進事業補助金等の雑入として３８３万９千円を計上いたしました。 

  なお、歳入の詳細につきましては、３０３、３０４ページに記載のとおりでございます。 

  次に、歳出でございますが、２７ページをごらんください。 

  まず、第１款総務費、４６６万１千円につきましては、１項総務管理費の各申請書や決定

通知等の郵送に係る経費及び短期人間ドック助成として、一般管理費２４９万１千円と２項

徴収費の保険料の賦課、徴収に関する経費として２１７万円を計上いたしました。前年度と

比較しますと８．７パーセントの減となります。 

  次に、２款後期高齢者医療広域連合納付金、４億２千８７６万８千円は、後期高齢者医療

広域連合への納付金で、市が徴収した保険料と保険料軽減分の基盤安定繰入金の合計額を計

上しております。前年度と比較しますと５．０パーセントの増となっております。 

  ３款諸支出金は、保険料の過年度分還付金及び還付加算金として１５０万１千円を計上い

たしました。 

  ４款予備費は１００万円を計上しております。 

  なお、歳出の詳細につきましては、３０５、３０６ページに記載のとおりでございます。 

  続きまして、議案第２３号、平成２７年度八街市介護保険特別会計予算につきましてご説

明申し上げます。 

  予算書の３１ページをごらんください。 



－２２－ 

  まず、第１条では歳入歳出予算の総額を歳入、歳出、それぞれ４１億９千９１６万９千円

と定めるものでございます。前年度と比較しますと率にして９．６パーセントの増となりま

す。第２条では、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることがで

きる事項、期間及び限度額は、３６ページの第２表債務負担行為によるものとしております。 

  続きまして、３２ページをお開きください。 

  初めに、歳入予算についてでございますが、まず、第１款保険料でございますが、１０億

８千３２７万３千円の計上で、前年度と比較しますと２９．０パーセントの増となっており

ます。これは、第６期介護保険事業計画を踏まえた保険料の改定及び第１号被保険者数の増

加によるものでございます。 

  次に、２款分担金及び負担金でございますが、前年度と比較しまして１９．５パーセント

の増の１８７万９千円の計上で、地域支援事業に係る利用者の自己負担金でございます。 

  次に、３款国庫支出金でございますが、８億１千２３０万２千円の計上で、前年度と比較

しますと１１．３パーセントの増となっております。これは、介護給付費等に対する国の負

担金及び調整交付金と地域支援事業に要する国からの交付金でございます。 

  ４款支払基金交付金でございますが、１１億３千３３７万６千円の計上で、前年度と比較

しますと４．３パーセントの増となっております。これは、社会保険診療報酬支払基金から

の介護給付費交付金及び地域支援事業支援交付金でございます。 

  次に、５款県支出金でございますが、６億３５７万５千円の計上で、前年度と比較します

と８．６パーセントの増となっております。これは、介護給付費等に対する県の負担金及び

地域支援事業に要する県からの交付金でございます。 

  次に、６款財産収入でございますが、介護給付費準備基金積立金の利子１千円を存目計上

したものでございます。 

  次に、７款繰入金でございますが、５億６千３６７万７千円の計上で、前年度と比較しま

すと９．３パーセントの増となっております。これは介護給付費、事務費及び地域支援事業

の市負担金並びに低所得者介護保険料軽減による繰入金が主なものでございます。 

  次に、８款諸収入でございますが、８万６千円の計上でございます。 

  ３３ページに移りまして、９款の繰越金でございますが、１００万円の計上をいたしまし

た。詳細につきましては、３１１ページから３１６ページをご参照いただきたいと思います。 

  続きまして、３４ページをごらんください。 

  歳出予算についてご説明いたします。 

  まず、第１款総務費でございますが、３千６７３万２千円の計上で、前年度と比較します

と６．７パーセントの減となっております。これは介護保険関係のパンフレット等の購入費、

介護保険料賦課徴収事務に関する経費及び介護認定審査会の報酬等が主なものでございます。 

  次に、２款保険給付費でございますが、４０億４千１５１万６千円の計上で、前年度と比

較しますと８．１パーセントの増となっております。 

  まず、第１項介護サービス等諸費、３６億４千２１４万２千円及び２項介護予防サービス



－２３－ 

等諸費、９千７２９万６千円の計上につきましては、要支援・要介護認定を受けた方に係り

ます介護サービス及び介護予防サービスに対する給付費でございます。 

  ３項の高額介護サービス等費、８千３５７万２千円の計上につきましては、介護サービス

に係ります１割の自己負担が一定金額を超えたときに、超えた部分を支給する経費でござい

ます。 

  ４項の高額医療合算介護サービス等費、１千１１５万５千円の計上につきましては、各医

療保険における世帯内で、１年間の医療及び介護両制度における自己負担額が著しく高額と

なった場合に、一定の上限額を超える部分について給付を行うものでございます。 

  ５項のその他諸費、３０５万４千円につきましては、介護報酬等審査支払手数料でござい

ます。 

  ６項の特定入所者介護サービス等費、２億４２９万７千円の計上につきましては、介護保

険施設に入所する低所得者等の食費及び居住費に対して、市が認定した負担限度額を超えた

部分を支給する経費でございます。 

  次に、３款の地域支援事業費ですが、５千４７１万２千円の計上で、前年度と比較します

と１０．４パーセントの増となっております。これについては要支援・要介護状態になるこ

とを予防する介護予防事業、高齢者が地域において生活を継続するための包括的支援事業及

び家族支援などの任意事業に要する経費でございます。 

  まず、１項の介護予防事業費６９２万８千円の計上につきましては、運動器、口腔器の機

能向上、栄養状態の改善等の事業に要する経費でございます。 

  ２項の包括的支援事業費・任意事業費、４千７７８万４千円につきましては、地域包括支

援センターの運営経費、配食サービス業務及びおむつ支給業務等に要する経費でございます。 

  次に、４款基金積立金でございますが、７７０万８千円の計上で、これは介護給付費準備

基金への積立でございます。 

  次に、５款公債費でございますが、５千６００万円の計上につきましては、千葉県財政安

定化基金からの借り入れに伴う償還金を計上したものでございます。 

  次に、６款諸支出金でございますが、１５０万１千円の計上で、第１号被保険者の保険料

還付金等でございます。 

  次に、３５ページの７款予備費でございますが、前年度と同額の１００万円の計上をした

ものでございます。 

  詳細につきましては、３１７ページから３２７ページをご参照していただきたいと思いま

す。 

  以上で、平成２７年度八街市国民健康保険特別会計予算、同じく八街市後期高齢者医療特

別会計予算、同じく八街市介護保険特別会計予算についての説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議くださいますよう、お願い申し上げます。 

○建設部長（武井義行君） 

  議案第２４号、平成２７年度八街市下水道事業特別会計予算につきましてご説明いたしま
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す。 

  予算書の３９ページをごらん願います。 

  第１条では、歳入歳出予算の総額を歳入、歳出、それぞれ１０億５千５９８万９千円に定

めようとするものでございます。歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額につき

ましては、４０ページ、４１ページの第１表歳入歳出予算によるものとしております。なお、

前年度と比較いたしますと４億５千７４０万３千円、率にして３０．２パーセントの減とな

っております。 

  第２条では、地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法については、４２ページの第２表地方

債によるものとしております。 

  第３条は、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合について定めるものでございます。 

  続きまして、４０ページ、４１ページの第１表歳入歳出予算をごらん願います。 

  最初に、歳入についてでございます。第１款分担金及び負担金につきましては、１項負担

金として４３０万９千円を計上しており、前年度と比較しますと７万６千円、１．７パーセ

ントの減となっております。 

  ２款使用料及び手数料につきましては２億４千１１０万２千円の計上で、前年度と比較し

ますと１３８万３千円、０．６パーセントの減となっております。このうちの１項下水道使

用料につきましては２億４千１０２万７千円の計上で、前年度と比較して１３４万８千円、

０．６パーセントの減、２項手数料につきましては７万５千円の計上で、前年度と比較して

３万５千円、３１．８パーセントの減となっております。 

  ３款国庫支出金につきましては、１項国庫補助金として、１億３千７５０万円を計上して

おり、前年度と比較しますと２億３００万円、５９．６パーセントの減となっております。

これにつきましては、大池第三雨水幹線整備工事の減額に伴うものであります。 

  ４款繰入金につきましては、１項一般会計繰入金として、２億７千４９１万４千円を計上

しており、前年度と比較しますと１千３６４万９千円、５．２パーセントの増となっており

ます。 

  ５款繰越金につきましては、１項繰越金として、前年度と同額の５００万円を計上してお

ります。 

  ６款諸収入につきましては、７７６万４千円の計上で、前年度と比較しますと１億２千４

３９万３千円、９４．１パーセントの減となっております。このうちの１項延滞金加算金及

び過料につきましては前年度と同額でありますが、２項雑入につきましては、大池第三雨水

幹線整備事業負担金の減に伴い、一般会計負担金が大幅な減となっております。 

  ７款市債につきましては３億８千５４０万円を計上しており、前年度と比較しますと１億

４千２２０万円、２７．０パーセントの減となっております。 

  続きまして、歳出についてでございます。 
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  １款下水道事業費につきましては６億３千６０１万２千円の計上で、前年度と比較します

と４億５千９２８万４千円、４１．９パーセントの減となっており、大池第三雨水幹線整備

事業費の減に伴います公共下水道雨水事業費の減が主なものとなっております。このうちの

１項総務管理費につきましては１億９千４５１万円の計上で、前年度と比較しますと２千３

３４万円、１３．６パーセントの増、２項下水道建設費につきましては４億４千１５０万２

千円の計上で、前年度と比較しますと４億８千２６２万４千円、５２．２パーセントの減と

なっております。 

  ２款公債費につきましては４億１千８９７万７千円の計上で、前年度と比較しますと１８

８万１千円、０．５パーセントの増となっております。 

  ３款予備費につきましては、１項予備費として、前年度と同額の１００万円を計上してお

ります。 

  続きまして、４２ページ、第２表地方債をごらん願います。 

  起債の目的及び限度額につきましては、公共下水道事業２億３千５０万円、流域下水道事

業３２０万円、下水道事業特別措置分２千９１０万円、下水道事業資本費平準化債１億２千

２６０万円と定め、起債の方法につきましては、普通貸借または証券発行、利率につきまし

ては５．０パーセント以内、償還の方法につきましては、政府資金による場合についてはそ

の融資条件により、銀行その他による場合についてはその債権者と協定するものによるもの

としております。なお、詳細につきましては、３３１ページ以降記載の八街市下水道事業特

別会計予算に関する説明をご参照いただきたいと思います。 

  以上で、平成２７年度八街市下水道事業特別会計当初予算の説明を終了させていただきま

す。 

  ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○水道課長（金﨑正人君） 

  議案第２５号、平成２７年度八街市水道事業会計予算についてご説明いたします。 

  予算書の１ページをお開きください。 

  初めに、第２条業務の予定量ですが、年度末の給水件数を１万４千５３６戸、年間総配水

量を４２８万８千４５８立方メートル、一日平均配水量を１万１千７１７立方メートルと見

込むものでございます。また、主な建設改良工事といたしまして、配水管更新工事を予定し

ております。 

  次に、第３条収益的収入及び支出、第４条資本的収入及び支出ですが、予算書の５ページ、

平成２７年度八街市水道事業会計予算実施計画書をごらんください。 

  初めに、収益的収入及び支出ですが、収入、第１款水道事業収益は１１億５６万５千円で、

前年度と比較しますと２千９４８万２千円、率で２．６パーセントの減となっております。

この内訳ですが、第１項営業収益は８億７千９２２万２千円で、前年度と比較しますと２千

４０２万２千円、率で２．７パーセントの減です。その主なものは、第１目給水収益です。 

  次に、２項営業外収益は２億２千１３４万３千円で、前年度と比較しますと５４６万円で、
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率といたしますと２．４パーセントの減です。その主なものは、第２目他会計補助金、第３

目補助金、第４目給水申込金、５目長期前受金戻入です。 

  引き続きまして、支出、第１款水道事業費用は１０億９千８８７万１千円で、前年度と比

較しますと２千８９６万５千円、率で２．６パーセントの減となっております。この内訳で

すが、第１項営業費用は１０億２千２３４万２千円で、前年度と比較しますと１千４３６万

４千円、率で１．４パーセントの減です。その主なものは、第１目原水及び浄水費、第２目

配水及び給水費、第４目総係費、第５目減価償却費です。 

  次に、第２項営業外費用は７千５５２万９千円で、前年度と比較しますと８０６万３千円、

率で９．６パーセントの減です。その主なものは、第１目支払利息及び企業債取扱諸費です。 

  次に、第４項予備費は１００万円で、前年度と同額を計上するものでございます。 

  予算書の６ページをごらんください。 

  引き続きまして、資本的収入及び支出ですが、初めに、収入、第１款資本的収入は１億３

千７７万４千円で、前年度と比較しますと８３万７千円、率で０．６パーセントの減となっ

ております。この内訳ですが、第１項企業債は８千３０万円で、前年度と比較しますと７２

２万円、率で９．９パーセントの増でございます。これは、管路近代化事業に係る企業債費

です。 

  次に、第２項出資金は３千７４万６千円で、前年度と比較しますと１千１０９万円、率で

２６．５パーセントの減です。これは、管路耐震化事業及び広域化対策等の出資金でござい

ます。 

  次に、第３項工事負担金は１千９７２万８千円で、前年度と比較しますと３０３万３千円

で、率といたしまして１８．２パーセントの増でございます。これは、消火栓の負担金です。 

  続きまして、支出、第１款資本的支出は４億１千６００万４千円で、前年度と比較します

と１千４６３万７千円、率で３．６パーセントの増となっております。この内訳ですが、第

１項建設改良費は１億５千９４６万１千円で、前年度と比較しますと１千１５１万１千円、

率で７．８パーセントの増です。その主なものは、第２目施設費です。 

  次に、第２項企業債償還金は２億５千６５４万３千円で、前年度と比較しますと３１２万

６千円、率で１．２パーセントの増です。これは、企業債元金の償還金です。 

  予算書の１ページにお戻りください。 

  第４条の括弧書きは、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額を過年度分損益勘定

留保資金等、２億８千５２３万円で補填するものです。 

  予算書の２ページをお開きください。 

  第５条企業債ですが、これは起債の目的、限度額、起債の方法などを定めるもので、平成

２７年度実施する管路近代化事業に係る企業債について定めるものでございます。 

  次に、第６条予定支出の各項の経費の額の流用ですが、これは流用することができる場合

を、消費税及び地方消費税に不足が生じた場合と定めるものでございます。 

  次に、第７条議会の議決を経なければ流用することができない経費ですが、これは職員の
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給与７千６１２万３千円を議会の議決を経なければ流用することができない経費として定め

るものでございます。 

  次に、第８条他会計からの補助金ですが、これは営業対策費及び一般会計繰出基準に基づ

く水道広域化対策等に要する経費などを補助金として受け入れる額を７千１２８万円と定め

るものでございます。 

  次に、第９条たな卸資産購入限度額ですが、これはたな卸資産の購入限度額を１千３８４

万４千円と定めるものでございます。 

  なお、八街市水道事業会計予算に係る説明資料として、７ページ以降に、八街市水道事業

会計 予定キャッシュ・フロー計算書、給与費明細書、債務負担行為に関する調書、八街市

水道事業会計 予定貸借対照表、重要な会計方針などの注記、八街市水道事業会計予定損益

計算書が掲載されておりますのでご参照ください。 

  以上で、議案第２５号、平成２７年度八街市水道事業会計予算の説明を終わらせていただ

きます。 

  よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

○議長（湯淺祐德君） 

  以上で説明が終わりました。 

  お諮りします。ただいま議題となっています諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につ

いては人事案件ですので、質疑、委員会付託及び討論を省略して、直ちに採決したいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  ご異議なしと認めます。 

  お諮りします。諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦については、人権擁護委員法第６

条第３項の規定に基づき、議会の意見を求めるものです。 

  お諮りします。この件については、直ちに意見を決定したいと思います。 

  人権擁護委員候補者を市長の推薦のとおり、適任と認めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  ご異議なしと認めます。 

  諮問第１号は、市長の推薦のとおり適任と認めることに決定しました。 

  日程第５、休会の件を議題とします。 

  明日、２１日から２４日までの４日間を議案調査及び休日のため休会したいと思います。

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  ご異議なしと認めます。 
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  ２１日から２４日の４日間を休会することに決定しました。 

  本日の日程は全て終了しました。本日の会議はこれで終了します。 

  ２月２５日は午前１０時から本会議を開き、市政に関する一般質問を行います。 

  議員の皆様に申し上げます。 

  ３月３日に議案に対する質疑を予定しておりますので、質疑のある方は２６日、午後１時

までに通告書を提出するようお願いします。 

  なお、所属する常任委員会の所管する議案については、原則として質疑を避けるようお願

いします。 

  ご苦労さまでした。 

（散会 午後 ０時０５分） 
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○本日の会議に付した事件 

 １．会議録署名議員の指名 

 ２．会期の決定 

 ３．発議案の上程 

   発議案第１号 

   提案理由の説明 

   委員会付託省略、質疑、討論、採決 

 ４．議案の上程 

   諮問第１号 

   議案第１号から議案第３１号 

   提案理由の説明 

   諮問第１号、採決 

 ５．休会の件 

……………………………………………………………………………………………………………… 

発議案第１号 八街市議会政務活動費の交付に関する条例の特例に関する条例の制定について 

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

議案第１号 八街市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関 

      係条例の整理に関する条例の制定について 

議案第３号 八街市保育の実施に関する条例を廃止する条例の制定について 

議案第４号 八街市保育所設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第５号 八街市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額を定める条例の制定に 

      ついて 

議案第６号 八街市児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

      いて 

議案第７号 八街市長寿祝金条例を廃止する条例の制定について 

議案第８号 八街市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第９号 八街市指定地域密着型サービス基準条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第10号 八街市指定地域密着型介護予防サービス基準条例の一部を改正する条例の制定に 

      ついて 

議案第11号 八街市指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護予防支援 

      等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果 

      的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第12号 八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第13号 八街市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第14号 平成２６年度八街市一般会計補正予算について 
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議案第15号 平成２６年度八街市国民健康保険特別会計補正予算について 

議案第16号 平成２６年度八街市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

議案第17号 平成２６年度八街市介護保険特別会計補正予算について 

議案第18号 平成２６年度八街市下水道事業特別会計補正予算について 

議案第19号 平成２６年度八街市水道事業会計補正予算について 

議案第20号 平成２７年度八街市一般会計予算について 

議案第21号 平成２７年度八街市国民健康保険特別会計予算について 

議案第22号 平成２７年度八街市後期高齢者医療特別会計予算について 

議案第23号 平成２７年度八街市介護保険特別会計予算について 

議案第24号 平成２７年度八街市下水道事業特別会計予算について 

議案第25号 平成２７年度八街市水道事業会計予算について 

議案第26号 印旛郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議に 

      ついて 

議案第27号 印旛郡市広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分に関す 

      る協議について 

議案第28号 八街市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

      いて 

議案第29号 八街市一般職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例の制定につい 

      て 

議案第30号 八街市一般職の職員の給与の特例に関する条例の制定について 

議案第31号 八街市立幼稚園保育料等徴収条例の一部を改正する条例の制定について 


